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　慣習法文書の享受者の核となったのはブルジョアで
あるが、彼らには生来の住民のみならず、居住地の外か
，ら到来した層が含まれている。彼らが何に惹かれて到来
したのかを探ることは、慣習法文書によって保証される
特権の性格を理解する一つの糸口になると思われる。
　エノー伯領においては、領主と所領民の関係を成文
化した慣習法文書が、12／13世紀に集中的に領主から
村落ないし都市共同体に賦与された。慣習法文書がこ
の時期に発給された背景には開墾の進展と新開発村の
創設と相まって、所領民がより自由度の高い特権を保
証された居住地への移住を希求したことが作用したと
されている。実際多くの慣習文書には、入村や離村、
移動を生じる領外での結婚の許可、さらに移動と連動
して生じる可能性のある土地の売買に関する条項がみ
られる。また、他方で離村者の増大を危惧する文言も
記されている。
　では人々はどのような地域的範囲から到来したのか。
かっての居住地を離れて何を求めたのか。中世のベル
ギー地方の諸都市に関しても人々の移動の状況に関す
る研究が出されているが、いずれも14／15世紀につい
てであり、12／13世紀に関してはほとんどなされてい
ない。本年度はまずエノーの首邑モンスに関して、エ
ノー伯のサンス・ラント帳に現れる人名に付された地
名を手がかりにその作業を進めた。この史料からは住
民の一定部分に関する出身地域が判明するが、近隣か
らの移住者がかなりの比率を占めている。しかし、こ
の時期のエノー伯領の首邑であるモンスへの移動は、
長い時間的スパンで生じていた可能性があり、移住者
の要求と都市の特権とを直接に結びつけることはでき
ない。モンスについては今後12世紀半ば以降の他の史
料の細かい検討が必要であろう。
　そこで、人々の直接的要求を知るために、新開発村
を取り上げて、エノー伯領で残存するもっとも古い、
フォレストの新開発村建設文書の検討を試みた。1180年
パリのサン・ドニ修道院とエノー伯は協定文書を作成
し、旧ローマ幹線道に沿って「フォレストという名の
自由な村」をル・ケノワの法に従って建設した。ここ
に到来した者にとっての明白な利点は約5アールの土
地の取得にある。他方、共同領主たる修道院長と伯は
水車やパン焼き窯などバナリテの収入については折半
し、さらに前者は10分の1税を、後者は全裁判権を取
得している。伯は加えてラント・サンス帳によれば軍
役を徴収している。
　本来共同領主問の契約文書である建設文書は、領主
の利益のための文書である。特に、フォレストをル・
ケノワの法（1180年頃）にi基づいて建設した点に伯の
意図が示されている。ル・ケノワは伯の重要な居住地
の一つであり、以後エノーの支配の中心となっていくが、
その文書には賦課関係・刑法関係の条項と共に、「平和
の破壊」に関して「くにの法」《coutume　dou　pays》
に従って賠償するという条項がみられる。ここに12世
紀半ば以降、伯領全体にわたる刑法を制定しようとす
る伯の政策が浮かびあがる。すなわち、伯は、経済的
に発展し、戦略拠点となり、プレヴォ管轄区の核とし
て行政の中心となる居住地の建設を志向したといえる。
　他方、フォレストへの到来者はどこからきたのか。
12世紀末にはブルジョアの登録簿といった史料はなく、
モンスの場合と同様、伯のラント・サンス帳に現れる
フォレストの住民の名前に付された出身地とみられる
地名を糸口にする以外にない。この例は42例にとどま
るが、その特徴をあげると、次の点が指摘される。まず、
これらの地名のほとんどがル・ケノワのプレヴォ管轄
区、もしくはその周辺からであり、距離にして2キロ
の地点にあるル・クロワからがもっとも多く、その他
も20－25キロを超えない。第二に周辺の在地領主の所
領から来ており、その職業も日常的生活に関わるもの
である。第三に、これら出身地の法的状況をみると、
いずれも慣習法文書を賦与されていない。
　慣習法文書の内容からみるとこの時期の人々は容易に
移動していたかにみられるが、その範囲は人々の生活
の枠組みを大きく変化させるものではなく、それ故に
こそ、土地を取得できる場所に居住地を変えることが
できたと思われる。そして、領主は従来の状態を維持
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しつつ土地を取得したいという人々の志向をくみ上げ、
行政管轄（プレヴォ管轄区）を枠組とした規律を課し
て、権力の確立に結びつけていったのである。
